娘のお 梅と いうの が 叔父の 娘の 花 世の 友達で、 ちょく 

ちょく 金 助 町へ 遊びに 来て いたから 顔 は 一 二度 見た こ 

とが ある。 ：•：. それで、 万 和の 金の 簪 というの は、 いつ 

たいどん な 話 だ」 

ひよ ろ 松 は、 なんとい うこと はなく 坐りな おして、 

「それが どうも、 じつに 奇妙。 そのまま 怪談に でもな 

りそうな 筋な ン です。 時雨が かった こんな 薄ら寒い 晚 

に はもって こいとい う 話。 …… 明日から 月代りで 今日 

一日 は 暇。 ご存じなかったら、 ひとつ、 お話し ましよ 

うか」 

「ひどく 改まったな。 が、 落の あるの は ごめん だぜ」 



が 袖 を 引き あわして しょんぼり 立って いる。 どうして 

こんな 夜 更にと たずねる と、 ぜひお 話したい ことが 

あって 来たと いう。 離 家へ あげる と、 お 来 は 壁の 紙 張 

へ 身 をす りつけ るよう にしながら、 あなたが 死んだ 姉 

をお 愛し がられる ごようす は あまり 哀れで ございます _ 

あたくし は 姉と おなじ 腹から 生れた ので は ございませ 

すじ 

ん けど、 やはり 父の 統。 せめて 死んだ 姉の 身代りと 

思って あたくし を、 と とぎれとぎれ にいう。 金 三郎は 

おどろいて、 お 志 は 忝ない がそれ はいけ ません。 男 ひ 

とりいる ところへ おあげし たこと さえ 心苦しく 思 つ て 

いるのに、 恩 も 義埋も ある その ひとの 眼 を かすめて、 



+6 つ ナん ま リ 

あいだ、 深 川の 八 間 堀へ 首の ない 死骸が あがり、 月番 

ではありません が、 その ひっかかりで 万屋へ 行った と 

き、 万 和の 口から 直接に きいた 話な ン です」 

アコ 長 は、 いつにな く 真顔に なって、 

「すると、 それ はほんと うの 話 か」 

「あなた を か つ いだ つて 三文の 得に もな りゃァ しない。 

ほんとう もほんとう、 金三郎 とお 来 は 明日の 晚 祝言 を 

する ンで、 万 和 じ や、 てん やわん やの 騒ぎ をして いる 

ンで す」 

アコ 長 は、 チラと とど 助と 眼 を 見 あわせ、 

「とど 助さん、 こり ゃァ どうもい けません な」 



「あたくし は 深 川 茂 森 町の 万屋 和 助の 末 娘で 利 江と 申 

す もので ございま すが、 姉が 生きて おります とき、 金 

助 町の 花 世さん のと ころで、 一二 度お 目に かかった こ 

とが ございまし たそうで、 そのご 縁に あが つ て、 折 入つ 

てお 願いしたい， J とが) J ざいまして …… 」 

たった今、 ひよ ろ 松が 話した のと 同じい きさつ を 手 

短 かに 物語って から、 キッ パリと した 顔つきに なって、 

「 …… じつは、 これから あたくし が 申し あげます こと 

は、 いっこう 取りと めない ような ことなので、 あまり 

馬鹿々々 しくて お笑いになる かも 知れません。 たぶん、 

あたくし の 気のせいでしょう けど、 いま、 あたくし の 



ひよ ろ 松 は、 先刻から 眼 をと じて ジック リと利 江の 

話 を 聴いて いたが、 だしぬけに ギヨ ロリと 眼を剝 くと、 

「阿古 十郎 さん、 それ は、 たしかに 替 玉です ぜ」 

顎十郎 はお どろいて、 

「居眠りし てると 思ったら 起きて いたの か。 だしぬけ 

に 大きな 声 を 出す もんだ から、 お嬢さんが びっくりし 

ていな さる じ やない か。 …… まァ、 それ はいいが、 ど 

うして お前に それが 替玉 だとい うこと がわ かる」 

「だって、 そうじゃありません か。 現在の 妹が 姉と ち 

がう とおつ しゃる からに は、 替 玉に ちがいなかろう 

じゃありません か。 理 S はどう あろうと、 感 でこうと 



「いや、 ごもっとも。 世の中に はいろ いろ 変った こと 

も ある ものです が、 ひょっとして、 背中の 棺 がその 日 

にかぎ つてい つもより しょい 重りが したと いうよう な 

こと は ございま せんでした か」 

「 …… 棺桶と いえば 椹 か 杉に かぎった もの。 棺桶 は 

棺桶 だけの 重さ。 その 日に かぎって 重かろう わけ なぞ 

あります もの か。 老人 をおから かいな すつ ちゃい け ま 

せん」 

「いや、 どうも これ は 失礼。 飛んだ お 手間 を …… 」 

ト ホンと した 顔つきで 平野 屋の店 さき を 出る と、 そ 

, J から 霊巌寺 門前町の 浄心 寺の 境内。 



と 言つ て 陽 ざし を 眺め、 

みとき 

「祝言の ある 夕方の 六ッ 半までに は、 あとわず か 三 刻。 

盃 のす まねえ うちに なんとか 垮を あけなく ちゃなら ね 

ぇン だから、 こんなと ころで マゴ マゴ しちや いられね 

なげ - ^ みば 

え。 ともかく 小 塚つ 原の 投込 場へ 行って 八 間 堀へ 浮い 

あらた 

た 首な し 女の 死体 を 験め て 見る ことにしよう。 …… 

いくらなんでも 茂 森 町から 運び出し たお 来の 首 を 斬つ 

て、 つい 目の 先の 堀へ 投げ こむ ほどの こと はしな かろ 

うと は 思う が、 しかし、 なんとも 言えない。 万一、 そ 

れ がお 米の 死骸 だったら、 これ こそ 拾い もの」 

「いかにも おっしゃる 通り。 今日から こちらの 月番で 



ひよ ろ 松 は、 せきこんで、 

「そ、 そんな はず はねえ。 手前、 有 所 を 間違えた ンじゃ 

ねえ か」 

「とんでもない。 この 通り、 乙 丑 八月の 十四日と して 

あります。 投げ こみ ましたの はこの わつ ちな ンで。 間 

違えるな ン てえ， J と は 」 

「おい、 おれに 鍬 を 貸せ」 

ひよ ろ 松が 夢中に なって 掘リ はじめた が、 出て くる 

もの は 石ころ や 木の 根ば かり。 

顎十郎 は、 いつにな く 引きし まった 顔つきに なって、 

「ひよ ろ 松、 無駄 だ、 やめて おけ、 いくら 掘った つて 



ひよ ろ 松 は 手で 制して、 

「いや、 よく わかりました。 その へんまでで 結構。 … 

…御 祝儀の 日に とんだお 騒がせ をして 申 訳ありません 

でした。 …… 世間の 評判と いう もの はいい 加減な もの 

で、 じつは、 ちょっとした 密告が ありました ンで、 捨 

て もお けず、 こうやって 詮議の 真似事 をいた しました 

が、 よく 筋が 通りました から、 これで 引きと る ことに 

いたします。 まァ、 どうかお 気にさ えられな いように 

…：- J 

万屋の 店 を 出る と、 顎 十郎は ニヤ リと 笑って、 

「どう だ、 ひよ ろ 松。 棺 がふた つ 入った という おれの 



に は、 しょせん 悪あがき をしても それ は 無駄。 千仞の 

いっき あかし 

功 を ー簣に 欠いた が、 明 石の 浜の 漁師の 子が、 五十 万 

ほんもう 

両の万 和の 養子の 座に すわる と あり ゃァ まずまず 本望 _ 

…… 逃るなら お前ら だけで 逃て くれ。 おれ は、 この 座 

敷 を 動かね えんだ」 

と、 座敷の まんなか にごろ りと 大の 字に 寝つ ころ 

がった。 

安政の 末 ごろから、 台 州、 福 州 を 股に かけ 沿岸の 支 

那の 漁村 を 荒らし まわって いた 梅花の 新吉の 一味。 親 

ラオ タァ ワン パ 

類づら をした 二人 は、 老大の 権 六、 忘 八の 猪太郎 とい 

う 海賊船の 船頭だった。 
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